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ジ ェ ツ ン ・ チ ュ
ー キゲ ー

ッ ェ ン の 没年

高　田 　順 仁

　 ユ5世 紀末か ら 16世紀初頭 に か けて 活躍 した ゲ ル ク 派 の

学僧 ジ ェ ッ ン ・チ ューキ ゲーツ ェ ン rJe 　btsun　Chos 　kyi

rgyal 　mts．　han （1469一工544＞ は セ ラ 僧 院 チ ェ
ー

パ 学堂

（Byes　pa　or 　mkhas 　snyan 　grwa 　tshang ） で 用 い られ る

学堂教科書 の 著者として知 られて い る人物 で あ る 。 しか

しな が ら，そ の こ と以外 の 彼の 事績等 につ い て は，それ

程知 られて は い ない
m

。 後述 す る よ うに，筆 者 は 彼 の

弟子 の bDe 　legs　nyi 　ma に よ る 伝記 を披見す る好 運 に 恵

まれ た。彼 の 事績 に つ い て ，将来何 ら か の 報告 を行な う

義務が あ る と考え て い るが，本稿で は ， 彼の 没年の 確認

の み を行なうこ とに させ て い た だきたい 。

　 ジ ェ ッ ン ・チ ュ
ーキ ゲー

ツ ェ ン の 没 年 は確定 され て い

な い 。そ の こ とは 例 え ば，AC ”
atat θgue　oJ

’
　the 　Gedan

sungrab 　mtn ．yan 　9．yunPhel 　sel
’ies．　Part　 I ，Nagoya 　Univ．，

1985，p．58に お い て ，彼 の 生存年代が キ リ ス ト紀 元 で

1469− 1544／1546と され，彼 の 没年 に 二 つ の 年が 併記 さ

れ て い る こ とか ら も知 られ る
2）
。

　
一

般 に は，1546年が ジ ェ ツ ン ・チ ュ
ー

キ ゲ
ー

ツ ェ ン の

没年と して 採用 さ れ る 場合が 多い
3，。筆者の 知 る隈 り，

彼 の 没年 を1546年 とす る の は，A ，1，　Vostrikov，　 Tibetan

Historical　Literature．　tr．　by　H ，　C 　Gupta ，　Calcutta　 1970

（Origina】ly　publlshed　in1962） が 最初 で あ る。同 書で は

彼 の 生 存年代 は dKon　mchog
’
jigs　med 　dbang　po （1728

− 1791） の t（娩ηg5 妙 4　rot 　Pa　

’
i　rdo ，ブe

’
i
’
khrungs　rab に

関 す る note311 に お い て 与 えら れ て い る。しか しなが ら，

同 文献を実際 に調査すれ ば，彼 の 没年 は 1544年 に あたる

甲辰 （shing 　ph（ドbrug） の 年 で あ る こ とが 知 られ る
4）。

したが っ て ，こ の 脚注が同文献 に関する もの で あ る限 り，

Vostrikov が こ の 脚注 で ジ ェ ツ ン
・

チ ュ
ー

キゲ ー
ッ ェ ン

の 没年を 1546年と した の は，何等 か の 誤 解 に 拠 る もの と

判断 され る 。

　 こ の た び 幸 い に し て ，筆者 は，ジ ェ ツ ン ・チ ュ
ーキ

ゲ
ー

ツ ェ ン の 弟子の
一

人として 数えられ る bDe　legs　nyi

ma に よ る rJe 　btsun　chos 　kyi　 rg ．yal　mtshan 　dPal　b＝ ang

jbo
’
i　rnam 　Par　thar 　ba ンongs 　su 　bijod　pa　

’
i　gtam 　du　 bya

ba　dngos　grub 　kPti　char
’bpbsを複写 に て 人手す る こ とが

で きた
f’）。同 文 献 に は，ジ ェ ツ ン ・チ ューキ ゲーツ ェ ン

の 没年の あ りさ まが 詳 し く誌 さ れ て い る 。 そ れ は 以 下 の

よ うな 記 述 か ら始 まる。

　　de　nas 　dgung　lo　dQn　drug　Pa　shmg 　PhQ
’
brug　gi　lo

　　dus　gcig　gzhim　khang　gi　rtse てhog　tu　zhabs
’
ehag

　　mdzad 　pa
’
i　dus　shig ／ nga 　da　Lo　

’
chi 　bar　 clug

……

　　dga’ldan　 du ’
gro　 ba

’
i　 rmi 　 lam　 lan　 ga

”byung

　　gsungs 〆 ibid．，29a5
−29bL6｝

こ の 死 の 予告 につ づ い て，その 甲辰 の 年の ホ ル 暦 の llの

月の 14の 日に ジ ェ ッ ン
・チ ュ

ーキ ゲー
ッ ェ ン は発病され

7 ）

，そ の ユ8の 日の 夜 に は
一一

時復調 され る が
8）

，19の 日 の

未明 に亡 くな る，と あ る。そ の あ り さ まは次 の よ うに 誌

さ れ る 。

　　bcu　dgu
’
i　nam 　seng 　la　babs　pa　na ／ zhabs 　rdo 　rje

　　dkyil　 krung　bcas　phyng 　gnyis 　 mnyam 　gzhag

　　mdzad 　 nas 　dga’ldan　chos 　kyi　pho 　brang　mi 　pham

　　rgyal 　ba’i　 mdun 　 sar ／ nam 　 mkba
”dri　 ma 　 med 　pa

　　dang
’
jam　dpal　snying 　P 〔ゴisras　kyi　thu　bor　gshegs

　　so ／／ ibid．，31a4− 5田

　上 掲 の 二 つ の 資料を含め て，この た び筆者 の 知 り得た

ジ ェ ツ ン ・チ ュ
ーキ ゲー

ツ ェ ン の 伝 記 資料の すべ て は，

彼 の 没年 を1544年 に あた る 甲辰 の 年 とす る
tO ）

こ と に お

い て
一

致 して い る。したが っ て ，没年 を1546年 とす る

Vostrikov の 記 述 は，筆者 の 知 る 限 り，資料 的 根拠 をも

た ない 。 た と え ば将 来 ジ ェ ツ ン
・チ ュ

ーキ ゲー
ッ ェ ン の

没年を1546年 とす る 資料が 見い だ され る と して も，そ の

記述 は 明 らか に 誤 りで あ る 。お そ ら く
一一・

般 に 採用 され て

い る没 年1546年説 は，Vostrikovの 犯 した 誤 りをその ま

ま踏襲 した もの に 過 ぎな い の で は な い だ ろ うか 。 彼 の 誕

生 の 年 が 1469年 に あた る 己丑 （sa　mQ 　gling） の 年 で あ

る こ と に つ い て は，資料的 に も問題 は な い
ln
。した

が っ て，彼 の 生 存年代 は 1469− 1544で あ る こ とが 知 ら れ

る 。

一 20 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

．
）1

）2

）3

4）

5）

6）

7）

）8

【註 記】

ジ ェ ッ ン ・チ ヱ
ーキ ゲーツ ェ ン の 略歴 は ，既 に

Khetsun　Sangpo，　Biosir［tPh 　icat　［）ictiona’y 　qfl

Tt
．
bet　and 　Tibetan　Buddhism ，　VoL 　6，　Dharamsal 虱

1975，pp．52
−57 お よ び Karl− Heinz　Everding，　Die

Piue；risteitzen 　der　lCan 　sA’♪va 　Qutuqtu．v，　Wiedbaden

1988，pp ．154 −155 に 与 え ら れ て い る。　 K ，　Sangp（り

の 用 い られ た 資料 は，と もに 筆者 未見 で あ る が，

rJe 　skal 　ldan　rgya 　mtsho 　a） rPtram 　th‘b．　tshig 　hc・ad

お よ び Tsh　ig　lhug と 呼 ば れ る 文献 で あ り，　 K ．

Everdingの 研究 は主 と して，モ ン ゴ ル 語 ［訳］文

献 に基 づ く。

さ ら な る．一
例 と して

， 『蔵漢大辞典』民 族山版社

1985下巻巻末 の 年表 （．1544年 の 項 と 1546年 の 項）

が あ る 、t

東洋学術研 究 第2／巻 ・第 2号 （特集 ・チ ベ
ッ ト仏

教〕東洋哲学研究所 1982，pp．］77，184．197等。

後註 9 ）参照、、

dK 〔m 　 mchog
’
jlgs　 med 　 dbang　po は ジ ェ ッ ン ・

チ ューキ ゲー
ッ ェ ン の 事 績 を 誌 す に 際 して ，bDe

legs　nyi 　ma の 記述 を主 な （あ る い は た だ一
つ の ）

情報源 と して い る と思 わ れ る。両 者を比 較 して み

る と．前 者 で は ，編者 で あ る dkon 　mchog
’
jigs

med 　dbang　po に よ り，ジ ェ ッ ン ・チ ュ
ーキ ゲー

ツ ェ ン の 事績 を誌 す 上 で 余 り重 要で な い と判断 さ

れ た ik？j’が 除か れ て い る の み で ，後者 の 記述 の ほ

とん ど を，その まま踏襲 して い る こ とが知られ る。

≒ （lkon　mcho 菖
’
jigs　med 　dbang　po ．57bl−3，

bDe　legs　nyi 　ma ，30a5−30b2 （≒ dkon　mchod
’
jigs

med 　dbang 　po，58a5
−58bl），

bDe 　legs　 nyi 　ma ，3eb2−31a3 （≒ dkon　 mehod
¶
jigs

9110

〕

ll）

med 　dbang 　P。．58b1 −59a2）．

≒ dkQn 　mchog
「
jigs　med 　dbang　po ，59a2−59a3，

≒ dPaFbyor 　bsod　 Ilams 　lhun　grub，
’
」‘‘〃z　4猷yω 樫

アソebtSbl ’卍 ‘ゾ10．v 桑y’ ng 　
，
α1 コrltsila 〃 A・LYi〃 κ 置〃 1 ’んω  

4b3−5，

≒ bDe 　legs　 nyi 　 ma 、3a2−5； dPa】
『
byor　bsod　 nams

lhun　 grub ，　 la3−4； dKon　 rrlchog
’
ligs　 med 　 dbang

po，40b2
−4．

参考文献

Ma 　ni 　pa 　dDe 　legs　 nyi 　m ξ」 （c ．16th ），，」〜 ゐ’sblrt 　chos y々〜

　 rs’．Y‘il　 mts ’ltitl　dPatわ牙α〃9 ♪θ

’
i 厂n‘un 　Pa 厂 ごん‘ど’

‘
ろα ンo 〃gs

　 Sll ろ7ゴθご！Pa” gtam ゴ’♂ ρyα ろCl　d 〃8那 8ア ub 食v ゴ char

　
’bebs．34　f（，ls、，　New 　De且hi　l975．

dPal
’
byor　bsc，d　nams 　 lhun　 grub （1561

− 1637），：1α 規

　 db）
，a 刀9．b

’
7ブぞ btsu〃 ビ”仍 y々 ゴ 鷹 yα ’ 〃 ttsh ‘〃 ’ 9》・ゼ 厂 〃 tltrt

　 thar，5fo 】s．　Tohoku　No．7054、

dK ‘｝n　 mchog
』
jigs　 med 　 dbang 　 p〔｝ （1728

− 1791），　 i；Je

　 btsun掀 〜 〃 犀‘〜 ∠加 〃 ls　 c‘tt！ 〃 置 ’々1｝，en 餌 ！cang
．
漉y ‘〜 ノ祕

　 1）a
’
i ”d‘丿 7ゴ〆〜

’
kh 厂 Ul 〜9

’
s　 s
’
a 　bs　Ph　ren 　 ba　gtごどni 　du わガ‘）ゴ

　♪α ttgo 　nlts 乃ぐ〜厂 dad 　P‘ビノ 〃o η sh　ig」 composed 　iD　1776．

　Ed，　Bla　brang，121　fois．，　kha　40b［
− 60a6，　New 　Dellli

　 I971．

【付記】

　 rJe 　bts．　un 　Chos 　kyi　rgyal 　mtshnn の 事績 を 知 る ヒで，

最 も大事 な資料 とな る，bDe　legs　nyi 　ma に よ る それ を．

筆者 は，大谷大学 ツ ル テ ィ ム ケサ ン 氏 の ご 好意 に よ り複

写 す る こ とが で き ま した。ま た，K．　Everdingの 著書 に

つ い て は，同 大学 三 宅伸
一
郎 氏 に ご 教示 い た だ きま した，、

記 して ，こ こ に 感謝申し上 げます、
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